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	🌏【最新版まとめ】Grtimanレポート 
	特定技能制度・育成就労制度 ― 最新有識者会議（第10回）での変更点・追加点・今後の方向性 
	【１】今回の有識者会議で示された「全体の方向性」 
	■① 政府は「特定技能＋育成就労」を一本の制度体系として再構成 
	■② 受入れ拡大ではなく「質と秩序の強化」がテーマ 

	【２】分野横断で新しく決まった / 強化された主要ポイント 
	◆① 転籍（転職）関連：1～2年の制限を明確化 
	■●「転籍制限期間」＝原則１年、分野により1〜2年 
	■●1年を超える分野は「昇給義務」 
	■●3年後に制度見直し 

	→【重要】企業側に「昇給＋待遇改善」を義務づける方向が明確になった。 
	◆② 日本語要件（特にバス・タクシー）で大幅な新基準（案） 
	■●N4（A2.2）での単独乗務を認める方向（路線バス・タクシー） 
	■●自治体の支援・協力宣誓書の実効性向上 

	◆③ 漁業分野：監理支援機関（漁協）の基準の特別扱い 
	■●漁業は「漁協」しか監理支援機関になれない理由を明確化 
	■●受入上限の「特別枠」 

	◆④ 特定技能1号の転職データ公開（透明化） 
	■●初公表レベルの詳細データ 
	■●地域間移動、帰国者数などの追加データも今後提供 

	◆⑤ 分野別運用方針の内容が具体化（資料3） 
	■●共通して求められる内容 

	------------------------------------------------------ 
	【３】今回の資料から読み取れる「制度の本質的な変化」 
	------------------------------------------------------ 
	◆①「技能実習の廃止 → 育成就労」への本格移行 
	◆② 日本語教育の国しベルでの整備へ 
	◆③ 分野別協議会の権限が拡大 

	------------------------------------------------------ 
	【４】GRITMAN視点：今後必要となる戦略・アクション（書評） 
	------------------------------------------------------ 
	◆①「転籍時代」における企業定着モデルの確立 
	●必要アクション 

	◆② 日本語教育体制との連携モデル構築 
	●必要アクション 

	◆③ 送り出し機関～企業までの「コンプライアンス一体化」 
	●必要アクション 

	◆④ 分野別協議会情報を踏まえた職種特化型サービス 

	【５】まとめ（結論） 
	🔵制度の大方針： 
	🔵変わった本質： 
	🔵GRITMAN & 現場向けアクション：​ 
	1. 新制度「育成就労」と「特定技能」の決定事項まとめ 
	① 転籍制限期間の設定（分野ごとの濃淡） 
	② 日本語能力要件の階層化 
	③ バス・タクシー分野の緩和（特定技能） 




